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出町ゆかり

　

吉
村
知
事
の
求
め
に
よ
り
、
大
阪
府
で
は
２
月
末
に
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染
者

が
急
増
し
ま
し
た
。
４
月
５
日
か
ら
の
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
に
続
き
、
７
日
に
は
医
療
が
逼
迫
し
、
府
は
「
医
療
非

常
事
態
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
10
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
新
た
な
感
染
者
が
過
去
最
多
の
９
１
８
人
で
し
た
。

　

感
染
力
が
従
来
の
1.5
倍
と
い
わ
れ
る
変
異
株
が
全
国
で
８
８

６
人
（
４
月
６
日
時
点
）
に
拡
大
。
ブ
ラ
ジ
ル
株
は
感
染
力
の

高
さ
に
加
え
、
ワ
ク
チ
ン
が
効
き
に
く
く
な
る
点
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
頼
み
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
国
の
責
任
は
重
大

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
は
５
月
中
頃
か
ら

コ
ロ
ナ
収
束
の
た
め

国
と
府
は
大
規
模
検
査
の
実
行
を

　

日
本
共
産
党
は
政
府
に
、①

大
規
模
検
査
（
１
日
10
万
件
）

を
実
行
す
る
こ
と
②
十
分
な
補

償
③
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
て

ん
と
体
制
整
備
④
五
輪
中
止
の
決
断
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
感
染
源
を
探
知
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

（
大
規
模
検
査
）
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
11
都
道
府
県
と
北
海
道
で
実
施
。
検
査
数
が
１
日
あ
た
り
７

４
８
件
（
３
月
22
日
〜
28
日
）
で
、
目
標
の
「
１
日
１
万
件
」

か
ら
も
大
き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
大
阪
府
議
団
は
、
大
阪
府
の
１
日
３
０
０
件
程

度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
１
日
２
万
件
以
上
に
増
や
す
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
封
じ
込
め
の
た
め
の
大
規
模
検
査
を

本
気
で
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
へ
の
検
査
拡
充
を

医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
へ
の
検
査
拡
充
を

　

高
槻
市
で
は
、
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
10
ヶ
所
で
集
団
感
染

が
続
い
て
い
ま
す
。
高
齢
者
施
設
な
ど
の
職
員
へ
の
定
期
検
査
は

週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
団
感
染
が
あ
っ
た
施
設
で
は
職
員

が
安
心
し
て
働
け
る
と
好
評
で
す
。
当
初
は
３
月
末
で
定
期
検
査

を
終
了
す
る
と
し
て
い
た
た
め
、
中
村
議
員
は
、
３
月
26
日
の
本

会
議
で
医
療
機
関
も
含
め
た
検
査
対
象
の
拡
大
、
４
月
以
降
も
定

期
検
査
が
必
要
だ
と
質
問
、
市
は
「
国
は
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
府
の
動
向
も
踏
ま
え

適
切
に
対
応
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
コ
ロ
ナ

禍
で
非
正
規
雇
用
の
女
性
の
失
業
が
男
性
の
２
倍
で
あ
る
こ
と
。

親
の
収
入
や
ア
ル
バ
イ
ト
が
減
り
、
生
活
が
苦
し
い
学
生
へ
の
支

援
が
必
要
だ
と
主
張
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
ひ
と
り
親
家
庭
や
学

生
、
女
性
に
対
し
て
の
食
糧
支
援
、
生
理
用
品
な
ど
生
活
必
需
品

を
配
布
す
る
こ
と
を
提
案
。
市
は
「
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
動
向
に
注
視
す
る
」

と
答
弁
。
中
村
議
員
は
検
討
を
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

高
槻
市
は
65
歳
以
上
の
方
に
、
４
月
１
日
付
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

権
を
発
送
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
国
か
ら
高
槻
市
に
届
い
て
い
る

●
個
別
接
種
は
、
医
療
機
関
１
７
０
か
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

予
約
は
直
接
し
ま
す
。

●
集
団
接
種
は
２
か
所
の
保
健

セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
未
来
館

の
３
か
所
で
、
送
迎
の
バ
ス

が
出
ま
す
。
予
約
は
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
１
７
０
回
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
は
週
ご

と
に
国
か
ら
届
き
ま
す
が
、
４
月
に
入
荷
す
る
の
は
２
６
０
０
回

分
の
見
通
し
で
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
介
護
施
設
の
入
居
者
を
優
先
し
て
摂
取
し

ま
す
。
65
歳
以
上
の
予
約
の
受
付
が
始
ま
る
の
は
５
月
中
頃
か
ら

で
す
。

　

し
か
し
、
５
月
に
届
く
ワ
ク
チ
ン
の
量
は
、
ま
だ
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
状
態
で
受
付
を
始
め
る
と
、
混
乱
し
て

し
ま
い
ま
す
。
国
は
そ
の
こ
と
に
は
責
任
を
取
ら
ず
、
本
当
に
無

責
任
で
す
。
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小
中
学
校
の
図
書
館
は
、
子
ど
も
の
教
育
活
動
に
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
機
能
は
、
子
ど
も
達
が
豊
か
な
読
書
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
自
主
的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
を
支
援

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
は
司
書
教
諭
（
教
員
）
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
学
校
図
書
館
支
援
員
（
以
下
、
支
援
員
）」
と
「
読
書

活
動
協
力
員
（
以
下
、
協
力
員
）」
も
い
ま
す
。
支
援
員
は
司
書

資
格
や
そ
の
同
程
度
の
知
識
と
経
験
の
あ
る
人
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

支
援
員
と
協
力
員
は
、
学
校
図
書
館
の
資
料
や
環
境
整
備
、
貸

出
な
ど
の
運
営
を
行
い
、
そ
れ
に
加
え
て
支
援
員
は
教
員
が
行
う
授

業
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、協
力
員
は
時
給
で
す
が
、

支
援
員
は
月
給
で
処
遇
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
支
援
員
の
募
集
を
行
わ
ず
、

協
力
員
に
変
更
し
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２

０
２
１
年
４
月
か
ら
、
４
校
の
小
学
校
で
支
援
員
か
ら
協
力
員
に
変

更
に
な
る
予
定
で
す
。
文
教

に
ぎ
わ
い
委
員
会
で
、
宮
本

議
員
は
、
支
援
員
の
募
集
停

止
に
つ
い
て
「
学
校
図
書
館

の
充
実
に
支
障
が
あ
る
。
今

回
の
見
直
し
は
中
止
す
べ
き
」

と
求
め
ま
し
た
。

　

施
設
型
小
中
一
貫
校
は
第
四
中
校
区
（
富
田
小
学
校
、
赤
大
路
小

学
校
、
第
四
中
学
校
）
を
検
討
対
象
と
し
て
、
候
補
地
は
富
田
小
学

校
を
選
定
し
て
い
ま
す
。
市
調
査
で
は
、
第
四
中
校
区
の
２
０
２
５

年
の
学
級
数
は
38
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
月
16
日
の
文
教
に
ぎ

わ
い
委
員
会
で
、
宮
本
議
員
は
文
部
科
学
省
が
適
正
な
学
級
数
を

18
学
級
以
上
、
27
学
級
以
下
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
施
設
型
小

中
一
貫
校
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
深
く

か
か
わ
る
こ
と
で
、
根
本
的
に
問
題
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

富
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
（
以
下
、
基
本
構
想
）
は
、

公
共
施
設
の
再
構
築
と
し
て
、
施
設
型
小
中
一
貫
校
の
設
置
を
軸

と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
２
０
２
１
年
度
の
間
に
策
定
。
３
月

議
会
に
そ
の
検
討
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
再
構
築
の
方
針
で
は
、
西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

は
廃
止
、
城
東
町
の
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
、
こ
ど
も
未
来
館

内
の
子
ど
も
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
周
知
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
６
月
号
の
市
の
広
報
誌
、
５
月

下
旬
頃
に
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
パ
ネ
ル
展
示
）
を
富
田
公
民
館
、
赤

大
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
富
田
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
。
地
域
住
民
や
保
護
者
へ
の
周
知
を
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
12
月
頃
ま
で
に
基
本
構
想
全
体
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
後
、
２
０
２
２
年
２
月
に
策
定
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

政
府
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
行
政
手
続
き
の
検
索
や
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
、
行
政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
自
分
専
用
の
サ
イ
ト
で
す
。

　

３
月
15
日
の
市
民
都
市
委
員
会
で
、
中
村
議
員
は
２
０
２
０
年

度
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
状
況
や
電
子
証
明
の
更
新
状
況
（
電

子
証
明
の
期
限
は
取
得
後
５
回
目
の
誕
生
日
）
に
つ
い
て
質
問
。
市

は
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
は
現
時
点
で
５
件
。
電
子
証
明
書
の

更
新
は
２
月
末
で
対
象
人
数
２
万
７
８
２
７
人
に
対
し
、
２
万
６
７

１
４
人
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
の
少
な
さ
、
更
新
さ
れ
て

い
な
い
人
は
千
人
以
上
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
は
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
進

ま
な
い
の
は
、「
個
人
情
報
の
流
出
へ
の
懸
念
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
、
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
促
進
に
対
し
、「
今
後
、
増

え
て
い
く
、
民
間
で
の
利
用
は
や
め
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
教
育
に
大
き
な
影
響
あ
る

施
設
型
小
中
一
貫
校
の
押
し
付
け
や
め
よ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
情
報
流
出
の
危
険
あ
り

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
の
利
用
は
進
ま
ず

学
校
図
書
館
支
援
員
の
募
集
停
止
を
中
止
に

学
校
図
書
館
支
援
員
の
募
集
停
止
を
中
止
に

子
ど
も
の
教
育
に
大
き
な
影
響
あ
る

施
設
型
小
中
一
貫
校
の
押
し
付
け
や
め
よ

富
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

３
月
議
会
に
検
討
状
況
示
さ
れ
る

富
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

３
月
議
会
に
検
討
状
況
示
さ
れ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
情
報
流
出
の
危
険
あ
り

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
の
利
用
は
進
ま
ず
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